
完成図 組立て部品

1.レッグフレームを裏向きにし、キャスターを取付けます。 2.レッグフレームにメインフレームを取付けます。

テレビスタンド（EEX-TVS011シリーズ）組立説明書
組立説明書は大切に保管してください。
この製品を第三者に貸し出すときは、この説明書も共に
貸し出し、よく読んでから使用するようご指導ください。

＜用意していただくもの＞
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバーこの度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。

本製品は組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。 Ver1.0

＜使用ボルト＞

ケーブル穴

＜使用ボルト＞

⑨レッグフレーム I×1個

⑨レッグフレーム I

⑨レッグフレーム I

⑩キャスターJ
×4個

⑩キャスターJ

④メインフレームD
×1個

④メインフレームD
※ケーブル穴がある方が
　後です。

①プレートA×1個 ②ブラケットB×2個

⑥上棚 F×1個

⑧下棚H×1枚

⑦カバーG×1個

⑯スパナP×1個

⑯スパナP

③グロメットC×1個⑤クランプE×1個

❶レッグフレーム Iを立てて、メインフレームDを差し込みます。 ❷メインフレームDをボルトKで固定します。

⑲ボルトM-B×4本〔M6×14〕 ⑳ボルトM-C×4本〔M6×30〕

⑱ボルトM-A×4本〔M5×14〕

⑪ボルトK×4本〔M8×30〕

⑪ボルトK〔M8×30〕

⑪ボルトK

総耐荷重　55kg
 (50kg以下のテレビを取付け可能)

※スパナPで締め付けてください。

⑮ワッシャーO
×2枚

⑫ボルトL×8本〔M6×12〕

　ボルトM-D×4本〔M8×30〕

⑭ボルトN×4本〔M8×16〕⑬ボルトM×3本〔M6×10〕

　ボルトM-E×4本〔M8×50〕

　⑰六角レンチQ×1本

※部品の欠品や破損があった場合は、品番（EEX-TVS011など）と下記の部品番号（①～　）と部品名
 （カバーGなど）をお知らせください。

　スペーサーM-H
×8個

　ワッシャーM-F
×4枚

　スペーサーM-G
×8個

前



＜使用ボルト＞

＜使用ボルト＞

⑲ボルトM-B〔M6×14〕

⑱ボルトM-A〔M5×14〕

⑳ボルトM-C〔M6×30〕

　ボルトM-D〔M8×30〕

　ボルトM-E〔M8×50〕

＜使用ボルト＞

⑬ボルトM〔M6×10〕

⑬ボルトM

④メインフレームD

④メインフレームD

④メインフレームD

④メインフレームD

①プレートA

①プレートA

 ②ブラケットB

 ②ブラケットB

③グロメットC

⑭ボルトN〔M8×16〕

⑭ボルトN

3.メインフレームにプレートを取付けます。

4.テレビの背面にブラケットを取付けます。

❸プレートAをメインフレームDに差込みます。❶メインフレームDのノブを引きメインフレームDを
　引き上げます。
※5段階の高さが選べます。
※必ずノブが元の位置まで戻り（穴に差込まれている）、
　メーンフレームDの延長部が固定されていることを
　確認してください。

❷メインフレームDにボルトMとグロメットCを取付けます。
※ボルトMはストッパーとして機能します。

❹ボルトNで固定します。

＜注意＞
※テレビの取付け穴の深さがボルトの先端
　が当たらない深さになっていることを確認
　してから締付けてください。

＜注意＞
毛布などを下に敷き、テレビへの傷や
破損に十分ご注意ください。

＜注意＞
テレビに付属しているスタンド類は
取外してください。
スタンド類の取外し方法はテレビの
取扱説明書をご参照ください。

　スペーサーM-H

　スペーサー
M-H

⑲ボルトM-B⑱ボルトM-A

⑳ボルトM-C/　ボルトM-D 　ボルトM-E

　ワッシャー
M-F　ワッシャー

M-F

　ワッシャー
M-F

　ワッシャー
M-F

　スペーサー
M-G

　　　スペーサーM-G

上

※テレビに合わせてスペーサーを組合わせてください。

ノブ

引く

戻す

＜注意＞
※ケーブルの損傷を防ぐため、
　必ずグロメットを取付けて
　ください。

＜注意＞
ボルトが長すぎるとテレビを破損する場合があり
ます。また、ボルトが短すぎるとテレビがしっかり
と固定できず、脱落する恐れがあります。
取付けに適したボルトの長さは各テレビによって
異なります。必ずテレビの取扱説明や、メーカーへ
の問い合わせなどでご確認の上、取付けるボルト
の長さを決めてください。



5.プレートにテレビを取付けます。 6.テレビの縦横を決めます。（横向きで使用する場合は7.へ）

7.上棚を取付けます。 8.下棚を取付けます。

＜使用ボルト＞

＜使用ボルト＞

⑫ボルトL〔M6×12〕

⑫ボルトL

＜使用ボルト＞

⑫ボルトL〔M6×12〕

⑫ボルトL

④メインフレームD

④メインフレームD

①プレートA

①プレートA

②ブラケットB
⑦カバーG

❶プレートAにブラケットBを引っ掛けます。

❶クランプEのボルトをゆるめて
　分解します。

❷メインフレームDにクランプEを
　任意の高さに取付けます。

❸クランプEに下棚HをボルトLで取付けます。※プレートAに上棚Fを任意の位置で取付けます。

＜縦向きへの変更方法＞
❶プレートAのボルトを2本取外します。
❷矢印の方向にテレビを90°回転させます。

❸取外したボルト2本を上下の穴に
　取付けて固定します。

❷ブラケットBをボルトLで固定します。
❸カバーGをメインフレームDに取付けます。

⑬ボルトM〔M6×10〕

⑬ボルトM

＜注意＞
この作業は必ず大人3人以上
で行ってください。

ナット

ナット

ボルト

ボルト

前

⑥上棚 F

⑤クランプE

⑤クランプE

⑤クランプE

⑮ワッシャーO

⑧下棚H



9.メインフレームにケーブルを通して完成です。 各部の調節方法

ノブ

引く

戻す

①プレートA

④メインフレームD

使用上のご注意

製品に関するお問い合わせ
製品の品質管理には細心の注意をはらっていますが、万一、不都合な点や製品に関する
お問い合わせなどございましたら、お買い求めの販売店までお気軽にご相談ください。

山陽トランスポート有限会社
店舗名： イーサプライ https://www.esupply.co.jp
岡山県倉敷市児島稗田町1861　TEL： 086-473-9152

BI/AI/KT_pdf

以上の点に注意して取扱ってください。

【取扱い上の注意】
●可動部に手足などを挟まないように注意してください。
●製品の上に腰掛けたり、乗らないでください。
●加熱した鍋、湯沸かし器、アイロン等を直接置かないでください。
●直射日光またはストーブの熱、クーラーの風が当たる場所や高温、
　湿気及び乾燥の著しい場所を避けてください。
●必ず屋内の平坦で安定した場所で使用してください。
●物を乗せた状態で移動させないでください。
●著しい汚れを落とす場合は、薄めた中性洗剤を使用してください。
●用途以外で使用しないでください。
●分解、改造、修理をしないでください。
●部品を外したり、部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●耐荷重以上の重さの物や、積み重ね禁止の物を乗せないでください。

＜注意＞
高さを変更する場合は、必ず最初にテレビなどの機器を
取外してください。
ノブを引くと、プレートAなどが勢いよく落下し、ケガを
する恐れがあります。
大人２人以上でプレートAなどを支えて作業してください。

ノブ

-10° +10°

※左右のノブをゆるめると
　テレビの角度を変更できます。
※変更後はノブをしっかり締めて
　ください。

ケーブル

ケーブル

ケーブル

※高さを5段階に変更できます。
❶

❷
❸

❹


